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巡視船そうやによる海氷観測の結果概要について
～ ２月中旬の海氷の勢力は平年並み ～

オホーツク海南西海域において、２月１１日から１５日にかけて、砕氷機能をもつ

「巡視船そうや」（３,１００トン、釧路海上保安部所属、船長 上河内 信義）により、

海氷観測を実施しましたので、観測結果の概要をお知らせします。

１ 観測の概要

（１）観測期間：平成２８年２月１１日～１５日

（２）観測海域：宗谷岬付近～サロマ湖沖（別紙１観測海域図参照）

（３）観測内容：搭載航空機による海氷分布状況の目視観測及び写真撮影

塩分水温計による調査、超音波式流向流速計による流況調査

（別紙１写真参照）

巡視船そうやによる観測活動及び海氷域の動画を当本部海洋情報センターのホー

ムページ（海氷関係資料）に掲載

http://www1.kaiho.mlit.go.jp/KAN1/drift_ice/observation/2017/top.html

２ 観測結果の概要

（１）海氷勢力：①サロマ湖沖７０ｋｍ付近には大きな氷(中氷盤)が多く、沿岸付近で

は発達過程で形成される薄い氷（晶氷、ニラス、はす葉氷、板状軟

氷）が存在した。その他の区域は小さな氷(板氷、砕け氷等)が広く

分布していた。（別紙２写真参照）

②巡視船そうやによる海氷観測実施期間の海氷状況（分布、海氷密接

度）について、過去１０ヶ年でみると今季の勢力は平年並みであっ

た。（別紙３－１ 別紙３－２参照）

（２）水温分布：２０１５年～２０１６年にかけて、宗谷岬から雄武の沿岸部の観測点

では、水深１０ｍ層での水温上昇の傾向が見られ、そのため沿岸付近

の海氷勢力が減少していたが、今季は日本海から流入する暖流（宗谷

暖流）の影響が少なく、２０１３年以前と同様に宗谷付近の観測点で

は＋２℃台、他の観測点は－１℃台の水温となり、その結果沿岸部の

海氷勢力も平年並みの傾向となった。（別紙４～５参照）

３ 海氷観測画像等の提供

今回の海氷観測の結果概要については、当本部海氷情報センターのホームページに

掲載しております。また、海氷の分布状況を海氷速報として毎日提供していますので

ご利用下さい。

http://www1.kaiho.mlit.go.jp/KAN1/1center.html



別紙１

観測海域図 海氷域を航行する巡視船そうや

航空機による海氷分布状況の目視観測

投下式水深水温塩分計による調査 超音波式流向流速計による調査

航空機から撮影した海氷写真

観測海域図及び観測状況写真



別紙２

２月１１日：枝幸沖（氷種：はす葉氷） ２月１１日：雄武沖（氷種：板状軟氷）

２月１２日：雄武沖（氷種：小板氷）

２月１３日：サロマ湖沖（氷種：中氷盤） ２月１４日：サロマ湖沖（氷種：ニラス）

２月１４日：紋別沖（氷種：中氷盤） ２月１５日：枝幸沖（氷種：晶氷）

２月１３日：サロマ湖沖（氷種：板氷）

観測された様々な海氷の写真



別紙３－１

２０１５年２月１３日 ２０１４年２月１８日

２０１３年２月２６日

巡視船そうやによる海氷観測実施期間の海氷速報（過去１０ヶ年）

２０１６年２月９日
海氷勢力：
過去１０ヶ年で最少

海氷勢力：
過去１０ヶ年で最多

凡例

数字は密接度

密接度：ある氷域の氷の分布状態がバラバラになっているか、
つまっているか、その平均の密集程度を１０分位法で表したもの。

２０１７年２月１４日（今季）



別紙３－１

２０１０年２月５日 ２００９年２月１０日

２００８年２月１２日

２０１１年２月１５日

巡視船そうやによる海氷観測実施期間の海氷速報（過去１０ヶ年）

凡例

数字は密接度

密接度：ある氷域の氷の分布状態がバラバラになっているか、
つまっているか、その平均の密集程度を１０分位法で表したもの。

２０１２年２月１４日



別紙３－２

２０１７年１月１８日 ２０１７年１月２４日

２０１７年２月３日

今季のこれまでの海氷状況

２０１７年１月６日

凡例

数字は密接度

密接度：ある氷域の氷の分布状態がバラバラになっているか、
つまっているか、その平均の密集程度を１０分位法で表したもの。

２０１６年１２月２７日

２０１７年２月１４日（そうや観測期間中）
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別紙４
今季の水温・塩分濃度の観測結果速報図

【水温水平分布図（１０ｍ層）】

【塩分濃度水平分布図（10m層）】

観測期間：２０１７年２月１１日～１５日
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201７年2月１４日の海氷速報

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

別
紙
５

①

②

④ ⑥ ⑦

⑧

⑤③

観測地点毎の過去１０ヶ年の水温・塩分濃度の変化（１０ｍ層）

2015年～2016年
水温・塩分濃度が高い

2016年、水温・塩分濃度が高い


